
小径穴の内面を磨く２４時間稼働の横型マシニングセンター（ＭＣ）

非接触３次元測定機ＮＣ（数値制御）旋盤の段取り風景

若手社員を多能工化さまざまな加工機が並ぶ工場
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業務
内容

取
引
先
の
生
産
方
法
に

応
じ
て
金
型
に
一
工
夫

　
「
金
剛
ダ
イ
ス
工
業
」
は
小
ネ
ジ
や
ボ
ル
ト
、

小
型
金
属
部
品
を
作
る
た
め
の
ヘ
ッ
ダ
ー
ダ
イ
ス
、

フ
ォ
ー
マ
ー
工
具
、
冷
間
鍛
造
用
金
型
を
製
造

す
る
。
設
計
か
ら
製
造
、
検
査
に
至
る
ま
で
す
べ
て

の
工
程
を
一
貫
し
て
行
い
、
顧
客
が
求
め
る
品
質
を

責
任
を
も
っ
て
提
供
し
て
い
る
。

　

顧
客
毎
に
生
産
方
法
は
異
な
る
た
め
廣
尾
敬た
か

雄お

社
長
は
「
新
し
い
注
文
を
い
た
だ
く
と
、
必
ず

お
客
様
の
工
場
を
見
学
す
る
」
と
話
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
も
の
づ
く
り
の
方
法
に
応
じ
て
ひ
と
工
夫
を

加
え
た
金
型
を
作
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。
以
前

は
１
社
へ
の
受
注
依
存
率
が
高
か
っ
た
が
、
廣
尾

社
長
が
就
任
後
は
展
示
会
へ
の
出
展
な
ど
攻
め
の

営
業
を
展
開
し
、
取
引
先
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

強 み

緻
密
な
手
作
業
と
先
進
測
定

技
術
で
実
現
す
る
微
細
加
工

　

超
硬
合
金
を
材
料
に
放
電
加
工
と
ラ
ッ
プ
加
工

技
術
を
駆
使
し
、
内
径
２
㎜
以
下
の
小
径
異
形
穴

冷
間
鍛
造
金
型
を
製
造
で
き
る
微
細
加
工
技
術
を

強
み
と
し
て
い
る
。
小
径
穴
加
工
の
仕
上
げ
で
は
、

各
技
術
者
が
竹
串
な
ど
で
自
作
し
た
工
具
を
用
い

て
、
丁
寧
な
手
作
業
に
よ
る
磨
き
作
業
を
行
っ
て

い
る
。

　

廣
尾
社
長
は
「
測
定
技
術
が
上
が
ら
な
い
と

加
工
技
術
は
上
が
ら
な
い
」
と
い
う
考
え
を
基
に
、

最
新
の
非
接
触
３
次
元
測
定
装
置
を
導
入
し
た
。

客
観
的
な
判
断
基
準
を
得
て
、
加
工
精
度
を
さ
ら
に

高
め
る
こ
と
を
狙
う
。

人材
育成

若
手
を
育
成
し

技
能
継
承
・
多
能
工
化
を
進
め
る

　

生
産
拠
点
で
あ
る
和
歌
山
工
場
（
和
歌
山
県

紀
美
野
町
）
で
は
周
囲
に
工
場
が
少
な
い
こ
と
も

あ
り
、
大
阪
市
内
な
ど
に
比
べ
人
材
を
採
用
し

業務
内容

蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
で

難
削
材
加
工
に
挑
む

　
「
坂
本
製
作
所
」は
昭
和
40
年
に
坂
本
武
志
社
長
の
父
、

坂
本
一
郎
氏
が
創
業
し
た
。
当
初
は
切
削
に
よ
る
ナ
ッ
ト

製
造
な
ど
を
行
っ
て
い
た
が
、
徐
々
に
ナ
ッ
ト
製
造
が
冷

間
鍛
造
へ
と
移
行
し
た
た
め
、
業
務
内
容
の
変
更
を
迫

ら
れ
た
。
現
在
は
半
導
体
製
造
設
備
の
ス
テ
ン
レ
ス
バ
ル

ブ
部
品
の
製
造
を
主
力
と
す
る
。

　

坂
本
社
長
は
「
こ
れ
か
ら
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
で

の
加
工
が
主
流
に
な
る
」
と
考
え
、
中
古
の
Ｎ
Ｃ
（
数
値

制
御
）
旋
盤
を
導
入
。
幅
広
い
金
属
加
工
の
仕
事
を
請

け
負
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
は
年
１
台
ず
つ
の
ペ
ー

ス
で
旋
盤
を
増
設
し
、
難
削
材
を
含
め
あ
ら
ゆ
る
金
属

を
削
り
、
多
く
の
知
見
を
蓄
積
し
た
。
仕
事
の
幅
を
広

げ
る
た
め
、
平
成
に
入
っ
て
か
ら
は
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
Ｍ
Ｃ
）
も
導
入
し
、
ス
テ
ン
レ
ス
加
工
を
主
業
務
と
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

強 み

メ
ー
カ
ー
と
直
接
取
引
で

情
報
も
獲
得

　

半
導
体
製
造
設
備
用
の
バ
ル
ブ
部
品
を
受
注
し
始
め
た

当
初
は
商
社
な
ど
が
間
に
入
っ
て
い
た
が
、
約
10
年
前

か
ら
バ
ル
ブ
メ
ー
カ
ー
と
の
直
接
取
引
へ
と
移
行
し
て
い
っ

た
。
直
接
取
引
に
つ
い
て
坂
本
社
長
は
「
部
品
の
仕
様

な
ど
厳
し
い
要
求
が
あ
る
半
面
、
最
先
端
の
情
報
も
得
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
す
る
。
半
導
体

産
業
は
日
々
変
化
す
る
業
界
で
、
今
日
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
そ
の
ま
ま
１
年
後
も
求
め
ら
れ
る
と
は
考
え
に
く
い
。

　

そ
こ
で
同
社
は
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
要
求
以
上
の
レ

ベ
ル
を
想
定
し
研
究
に
励
み
、
近
年
導
入
し
た
横
型
Ｍ

Ｃ
な
ど
は
24
時
間
稼
働
さ
せ
、
省
力
化
に
努
め
て
い
る
。

メ
ー
カ
ー
の
生
産
予
定
な
ど
も
聞
き
、
需
要
予
測
を
元

に
製
造
す
る
こ
と
で
利
益
確
保
を
目
指
し
て
い
る
。

品質
管理

高
水
準
な
品
質
管
理

選
ん
で
も
ら
え
る
企
業
に

　

半
導
体
製
造
過
程
で
は
人
体
に
危
険
な
ガ
ス
を
使
用

や
す
い
環
境
に
あ
る
。
採
用
し
た
若
手
を
育
成

す
る
た
め
、
毎
月
勉
強
会
を
開
催
し
、
技
能
継
承

に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
１
人
の
社
員
に
２
つ
以
上
の
工
程
を
経
験

さ
せ
、
多
能
工
化
を
進
め
て
い
る
。
人
材
配
置
の

柔
軟
性
を
高
め
る
こ
と
が
目
的
で
、
各
工
程
で
の

技
能
習
熟
を
促
進
し
て
い
る
。
社
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
に
す
る
た
め
、
４
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
改
善
活
動
を
展
開
す
る
ほ
か
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
や
毎
月
の
誕
生
会
、
全
日
本
製
造
業
コ
マ
大
戦

へ
の
参
加
な
ど
幅
広
い
行
事
を
企
画
す
る
。

今後の
展望

微
細
加
工
技
術
を
航
空
・

宇
宙
な
ど
新
分
野
へ
展
開

　

今
後
は
、
微
細
加
工
技
術
を
金
型
以
外
に
も

展
開
す
べ
く
航
空
・
宇
宙
分
野
へ
の
進
出
を
目
的

と
し
た
情
報
収
集
を
開
始
し
て
い
る
。
技
術
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
出
展
し
た
展
示
会
で
は
、

航
空
・
宇
宙
分
野
で
使
用
さ
れ
る
部
品
や
治
具
、

医
療
機
器
部
品
の
引
き
合
い
が
あ
る
な
ど
手
応
え

を
得
た
。
こ
れ
ま
で
の
品
質
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築

で
得
た
経
験
を
生
か
し
て
、
必
要
な
認
証
取
得
に

向
け
た
取
り
組
み
の
準
備
を
進
め
る
。

　

さ
ら
に
海
外
に
も
目
を
向
け
、
す
で
に
米
国
や

ア
ジ
ア
各
国
へ
の
輸
出
実
績
を
持
つ
。
将
来
は
、

廣
尾
社
長
が
目
標
と
す
る
「
ド
イ
ツ
で
認
め
ら

れ
る
も
の
づ
く
り
」
実
現
の
た
め
、
欧
州
へ
の
輸
出

を
目
指
す
。

す
る
こ
と
も
あ
り
、
ガ
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
バ
ル
ブ

部
品
に
不
良
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
同
社
は
バ
ル
ブ
部

品
の
切
削
加
工
を
終
え
た
後
、
特
殊
ツ
ー
ル
で
表
面
仕

上
げ
を
し
、
安
定
し
た
シ
ー
ル
面
加
工
を
行
っ
て
い
る
。

簡
易
的
で
は
あ
る
が
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
に
近
い
検
査
室
も

設
け
、
顕
微
鏡
・
形
状
測
定
器
・
画
像
測
定
機
な
ど
で

出
荷
前
検
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
不
良
率
は
ほ
ぼ
ゼ

ロ
に
近
い
。

　

今
後
は
本
格
的
な
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
設
置
も
視
野
に
入

れ
る
。
坂
本
社
長
は
「
メ
ー
カ
ー
の
資
材
調
達
担
当
者
も

年
々
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
メ
ー
カ
ー
側
の
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
も
納
入
業
者
の
側
で
や
ら
な
い
と
、
今
後
選
ん

で
も
ら
え
な
く
な
る
」
と
体
質
向
上
に
余
念
が
な
い
。

今後の
展望

Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
も
視
野
に

検
査
技
術
の
高
度
化
を
目
指
す

　

加
工
精
度
の
高
さ
が
自
慢
の
同
社
で
は
、
社
員
の
定

着
率
も
高
い
。
新
し
い
社
員
の
採
用
時
に
は
「
こ
こ
で
修

業
す
れ
ば
、
会
社
に
『
も
し
も
』
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
必

ず
他
社
で
必
要
と
さ
れ
る
人
材
に
な
っ
て
い
る
と
宣
言
す

る
」
と
坂
本
社
長
は
自
社
の
技
術
を
保
証
す
る
。

　

今
後
も
「
中
国
製
品
と
比
べ
ら
れ
る
よ
う
な
仕
事
は

そ
も
そ
も
受
注
し
な
い
」
と
単
な
る
価
格
競
争
に
応
じ
る

つ
も
り
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
高
い
加
工
精
度
で
勝
負

し
て
い
く
。
顧
客
か
ら
の
検
査
基
準
の
高
度
化
に
対
応

す
る
こ
と
と
従
業
員
の
意
識
向
上
の
２
つ
を
目
的
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ

取
得
も
視
野
に
入
れ
る
。
ま
た
今
後
は
技
能
研
修
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
く
予
定
だ
。

金剛ダイス工業 株式会社株式会社 坂本製作所
磨
き
上
げ
た
工
程
で
、

高
精
度
の
金
型
を
製
造

難
削
材
に
取
り
組
ん
で
30
年

切
削
加
工
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

http://www.kongodies.com/http://www.sakamoto-s.co.jp/

◦住　所	 〒547-0041 
	 大阪市平野区
　　　　　平野北2-11-16
◦ＴＥＬ	 06-6792-4562
◦ＦＡＸ	 06-6792-4569
◦創　業	 昭和35年6月
◦設　立	 昭和40年7月
◦資本金	 2,000万円
◦従業員	 24名

◦住　所	 〒581-0038 
	 八尾市
	 若林町3-67-1
◦ＴＥＬ	 072-920-3500
◦ＦＡＸ	 072-970-6410
◦創　業	 昭和40年４月
◦設　立	 平成元年６月
◦資本金	 1,000万円
◦従業員	 12名

主な事業内容
小径穴・異形穴ヘッダーダイス、
フォーマー工具の設計・製造

主な取引先（納入先）
ねじ・ボルトメーカー、
鍛造メーカー、
プラント部品メーカー、
耐摩耗部品取扱商社

主な事業内容
金属切削加工
主な取引先（納入先）
半導体製造装置用バルブ
メーカー

昭和３５年に大阪市西区で創業して以来、超硬合金の加工を
中心に難加工材といわれる高硬度材の加工を行ってきました。
社名の由来は地球上で最も安定したダイヤモンドの和名
「金剛石」。硬くて長寿命の金型を安定した品質でお客様に
届けるという創業者の思いから「金剛ダイス工業」としました。

昭和４０年に父の坂本一郎が切削ナット製造を始めたのが
きっかけです。その後、中古ＮＣ（数値制御）旋盤をもとに
金属加工をはじめ、現在ではステンレス加工を中心に、半導体
製造設備のバルブ部品の製造が主力となっております。

代表取締役 廣尾 敬
た か

雄
お

さん代表取締役 坂本 武志さん
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